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	 			２	うんなんの
	 	 	 「まち・ひと・しごと創生」

 4　うんなん日和	 	 	 10　雲南病院だより
14　わが家のホープ ほか	 	 17　市役所からのお知らせ ほか
32　５月のイベント情報 ほか

特	

集

うんなん若者チャレンジプロジェクト写真部　加
か

本
もと

奈
な

央
お

さん（三刀屋高校）撮影『いまここから』

「山王寺本郷棚田実行委員会」が美の里づくりコン
クール審査会特別賞受賞� （７ページに記事掲載）
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　雲南市ＰＲ大使を務める磯
いそ

部
べ

幸
ゆき

枝
え

さん（広島県）
の協力により、広島県安芸郡のショッピングモール
及び広島県三原市の紅茶専門店において、雲南市桜
まつりと連携した「桜フェア」が開催されました。
　磯部さんは、数年前に斐伊川堤防桜並木を見て雲
南市のファンになったことから、毎年この時期に、
自らが店長を勤めるワッフル専門店で「島根県雲南
市コラボ企画　桜フェア」を自主的に開催しておら
れます。今年も３月１日から季節限定商品を注文す
ると抽選で雲南市内の桜染め商品やワインなどの特
産品が当たる企画が行われました。さらに、中国横
断自動車道尾道松江線全線開通にあわせて、ワッフ
ル店と紅茶専門店、雲南市内の菓子店をめぐるスタ
ンプラリーも企画。店内で雲南市桜まつりのパンフ
レットを配布し、雲南市のＰＲをしていただきまし
た。

　昨年９月に雲南と益田で上演された、雲南市創作
市民演劇「Takashi」の脚本・演出を担当した亀尾
佳宏さん（三刀屋高校掛合分校教諭）が、プロの登
竜門と言われる「若手演出家コンクール 2014」に
おいて、全国各地から集まった64作品の中から見事
入賞を果し、東京下北沢で行われた最終審査会へ出
場されました。惜しくも最優秀賞は逃されましたが、
２回の公演ともに客席は立見も出るほどの満席で、
観客投票では２位を獲得。雲南市で幼少期を過ごし
た永井隆博士の平和へのメッセージと、雲南の市民
劇の活動を多くの方々に知っていただく機会となり
ました。
　雲南市演劇によるまちづくりプロジェクト実行委
員会（委員長　吾

あ

郷
ごう

康
やす

子
こ

さん）による市民劇の次回
作は、来年３月に上演予定です。今後更なる活躍が
ますます期待されます。

広島県と雲南市を結ぶ「桜フェア」開催

亀
かめ

尾
お

佳
よし

宏
ひろ

さん「若手演出家コンクール」優秀賞受賞 !!
～永
なが

井
い

隆
たかし

博士のメッセージ、全国へ～

３
  １

４
  ８～

３
  ６

３
  ７～

広島県のショッピングモールで行われた桜フェア

東京下北沢「劇
げき
」小劇場での舞台挨拶の様子
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　３月７日平成26年度日本農業賞「食の架け橋の部」
で奥出雲産直振興推進協議会（会長　井

いのうえ

上静
しず

子
こ

さん）　
が大賞を受賞され、東京ＮＨＫホールで表彰式が行
われました。
　３月９日井上会長が速水市長を訪問され、受賞の
喜びとともに、少人数で立ち上げた会が現在会員数
3,000人を超え、年間の販売額も７億円に達した経
過や、高齢者や女性も手軽に参加できる集出荷の取
り組み、地産地消、地産都商、食育など多岐にわた
る地域振興への貢献など様々な事柄が評価されてい
ることなどを報告されました。
　雲南地域の産直活動を後押しする受賞となり、今
後も会員の拡大と売上増加による地域と農業の活性
化が期待されます。

　大東町清田地内で県道改良工事が２月27日完成し、３月21日交通安全祈願祭と竣工式が行われました。
　本路線は久野・塩田地区と大東町中心部を結ぶ重要な路線で、老朽化し幅員も狭く、車のすれ違いや歩行者の

日本農業賞「食の架け橋の部」大賞受賞！

県道上久野大東線清
せい

田
だ

工区竣工式開催

３
  ７

３
  21

東京ＮＨＫホールでの表彰式の様子（写真中央：井上会長）

通り初めの様子

清田橋を自転車で渡る子ど
もたち

通行に支障があったため、このほど架け替えによ
り改良されました。
　この橋のように高度成長期に整備された橋の老
朽化対策が社会的に喫緊の課題とされています
が、島根県では、早期に対策され、「安全・安心」
な社会資本の再生に努められています。
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　東京都中央区の製粉会館で開催された「第２回全国米粉料理コンテ
スト全国決勝大会」において、全国ベスト６に入る「農林中央金庫理
事長賞」及び「給食向けレシピ優秀賞」を獲得した米粉麺「ＴＡＭＡ
ＭＯＲＩ」が、中国横断自動車道尾道松江線の全線開通にあわせて道
の駅「たたらば壱番地」に登場しました。
　この米粉麺「ＴＡＭＡＭＯＲＩ」は、有限会社 木村有機農園（吉田町）
が開発に取り組み、製法特許申請中の新食感の麺です。コシがあり、

　雲南市立特別養護老人ホームえがおの里（掛合
町）の増築・改修工事が完了し、竣工式が行われ
ました。
　増築工事では、新たにユニット型個室を20室設
置したほか、浴室や医務室、スタッフステーショ
ンなどを整備し、また既存施設の老朽化等に伴う
改修工事も行いました。この工事により、入所定
員数も20人増えて、70人となりました。
　式典では、市長あいさつ、来賓祝辞などのほか、
工事関係者及び土地寄贈者への感謝状贈呈が行わ
れました。

米粉麺「ＴＡＭＡＭＯＲＩ」が
道の駅「たたらば壱番地」に登場！

えがおの里増築・改修工事竣工式

道の駅「たたらば壱番地」前に設置された米粉麺「
TAMAMORI」

のタペストリー

雲南市立特別養護老人ホーム
「えがおの里」増築棟外観

３
  22

３
  23

むらげの田
たまも
守りピリ辛おろち麺

のど越しが良く、ゆでのびしにくいのが特徴
で、高アミロース米の米粉10割を使用してい
ることから、ダイエットに役立つ低ＧＩ食品
としても注目されています。
　また、原料となる米は米粉用米として転作
作物の取扱いとなることから、米の生産調整
の制限を受けることなく栽培でき、市内水田
の荒廃防止対策としても期待されます。
　地元里山の大切な水田を守りたい！そんな
想いから生まれた奇跡の麺、「ＴＡＭＡＭＯ
ＲＩ」は道の駅「たたらば壱番地レストラン
むらげ」でご賞味いただけます。
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　第10回美の里づくりコンクールの表彰式が東京都で行われ、大東町の山
さん

王
のう

寺
じ

本
ほん

郷
ごう

棚田実行委員会（委員長　高
たか

島
しま

幹
みき

雄
お

さん）が審査会特別賞を受賞されました。
　美の里づくりコンクールとは、地域の自主的努力により保全・形成されている景観への優れた活動事例を表彰

　三刀屋文化体育館アスパルで、「宝くじまちの音楽会 南こうせつwithウー・ファン 心のうたコンサート」が
開催されました。今回のコンサートは、市民の皆さんに上質な音楽演奏会を提供することを目的とし、宝くじの
社会貢献広報事業として実施されました。
　当日は、満席の約1,100人が来場し、世代を超えて愛されるフォーク・シンガー南こうせつさんによる優しく
包み込むような歌声と心あたたまるトーク、ウー・ファンさんが奏でる中国古

こ

箏
そう

の優雅な調べに魅了されました。
また、第２部では雲南合唱連盟所属の市民合唱グループの皆さんと南こうせつさん、ウー・ファンさんによる共
演ステージが披露され、「故

ふる

郷
さと

」、「愛よ急げ」を熱唱しました。名曲「神田川」からアンコールにかけて、会場

美の里づくりコンクール特別賞受賞を速水市長へ報告

心のうたコンサート開催

３
  26

３
  26

速水市長へ受賞を報告された高島委員長（写真中央）と高
たか
木
き
事務局長（写真右）

雲南合唱連盟の皆さんと南こうせつさん南こうせつさんとウー・ファ
ンさんによる共演ステージ

するとともに、国民の共有財産である農山漁村の美
しい景観の形成の推進及び都市と農山漁村の交流の
促進に資することを目的として開催されています。
　山王寺本郷地区は、標高300mの山腹に約200枚、
19haの棚田があり、日本の棚田百選に選ばれてい
ます。毎年「田んぼの学校」を開校し、農作業体験
や自然体験を通じて、都市住民に「棚田の保全活動」
や「農村地域の多面的機能」について理解を深めて
いただいています。また棚田オーナーや棚田トラス
トにも取り組むとともに、棚田米のブランド化も行
い、積極的に棚田保全、景観保全に取り組まれてい
ることなどが評価されました。

の盛り上がりは最高潮に達し、スタンディングオ
ベーションで会場は一体となりました。
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　一般社団法人雲南市観光協会が発足し、看板設置式及び開所式が行われました。
　式には、速水市長、藤

ふじ

原
はら

信
のぶ

宏
ひろ

議長、周
す

藤
とう

正
まさ

志
し

産業建設常任委員長を来賓に、観光協会の理事と設立にかかわっ
た委員などおよそ30人が集まり、観光協会の新しい門出を祝いました。
　一般社団法人雲南市観光協会では、新たに４人のスタッフを雇用し、市と連携しながら雲南市の観光振興に取
り組まれます。

一般社団法人 雲南市観光協会
　住所：木次町里方 614番地１（Ａコープきすき２階）
　電話：0854－42－9770

一般社団法人 雲南市観光協会が発足

木次町商店街で行った雲南食堂名物のロングテーブル

４
  １

　３月21日から４月21日までを雲南市桜ま
つり期間とし、４月４～５日の２日間、Ｊ
Ｒ木次駅周辺においてメインイベントを開
催しました。
　よさこい８団体合同によるパフォーマン
スなどの郷土芸能ショーや、こだわりの食
を集めた「雲南食堂」では今回新たに「ス
パイス横丁」も開かれ、多くのお客さんで
賑わいました。また、今年も「うんなん若
者チャレンジプロジェクト」により、高校
生や大学生なども加わりまつりを盛り上げ
てくれました。
　４日の夜は、花火大会やさくらフェスな
ども行われ、賑やかなイベントとなりまし
た。

雲南市桜まつり 2015 開催
４
  ４

４
  ５～

記念写真

看板設置式の様子（写真左から吉
よし

原
はら

設立準備委員会委員
長、塚本観光協会会長、速水市長、藤原議長）
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４月15日波多交流センターで行われた「ふるさと
づくり推進実践活動」で木

き

村
むら

太
た

郎
ろう

内閣総理大臣補佐
官に「はたマーケット」を紹介する速水市長

市
長
コ
ラ
ム

地
方
創
生
は
「
地
方
の
元
気
」
か
ら

　
４
月
12
日
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
を
選
出
す
る
統
一
地
方
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
県
政
発
展
の
た
め

多
大
な
る
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
国
が
昨
年
末
に
打
ち
出
し
た
地
方
創
生
が
唱
え
ら
れ

る
中
で
の
選
挙
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
選
挙
結
果
が
そ
れ
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
方
に
住
む
人
々
が
自
ら
の

地
域
に
愛
着
、
誇
り
、
自
信
を
持
ち
、
面
積
の
約
８
割
を
占
め
る
山

林
や
平
地
の
多
く
を
占
め
る
農
地
が
活
か
さ
れ
、
国
土
が
し
っ
か
り

保
全
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
が
元
気
に
な
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　
故
に
地
方
創
生
の
理
念
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
雲
南
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
そ
れ
に
重
な
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
の
総
合
戦
略
の
国
へ
の
提
出
が
今
年
中

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

雲
南
市
は
３
月
に
す
で

に
提
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
人
口
の
社

会
増
を
め
ざ
す
戦
略
と

し
て
、
子
ど
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
若
者
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
連
鎖
を
挙
げ
て
い
ま

す
が
、
島
根
県
と
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

【若チャレア
ート部】

ツリーハウス
（漆
しっ

喰
くい

アート）のワ
ークショップ

【若チャレ集合写真】
高校生・大学生・社会人約80人が協力しながら準備し活動しました !!

【若チャレごはん部】木次町商店街で PR

桜まつり　　　写真展
桜まつり　　　写真展
桜

若チャレとは‥。
高校生×大学生×社会人がフラット
につながり地域を盛り上げようと、
様々な企画を「雲南市桜まつり」を
舞台に実現するプロジェクトです。

若チャレとは‥。
高校生×大学生×社会人がフラット
につながり地域を盛り上げようと、
様々な企画を「雲南市桜まつり」を
舞台に実現するプロジェクトです。
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

泌尿器科　診療科部長

　平
ひ ら お か

岡　毅
た け お

郎
�
・資格
　泌尿器科専門医（日本泌尿器科学会認定）
・ひとこと
　４月より泌尿器科医として赴任しました。５年ぶり
の常勤医として雲南地域の泌尿器疾患の加療に全力を
尽くしたいと思います。よろしくお願いします。

外科　医長

　象
ぞ う

谷
た に

 ひとみ
�
・ひとこと
　４月から赴任していますが、患者さんの抱
える病気や問題も様々であり、幅広い知識・
技術・経験が必要とされていると感じていま
す。雲南地域の医療の一端を担えるよう、頑
張っていきたいと思います。よろしくお願い
します。

２階病棟　看護師

　福
ふ く ま

間　也
な る

美
み

�
　４月より２階病棟に配属とな
りました。私は雲南市出身で、
雲南市が大好きです。地域に愛
される病院の一員として早く一
人前の看護師としてお役に立ち
たいと思います。よろしくお願
いします。

２階病棟　看護師

　永
な が せ

瀬　結
ゆ

理
り

�
　４月から２階病棟で働いてい
ます。先輩方に指導していただ
きながら、日々学び、成長し、
雲南市民の皆さんの笑顔が増え
るような看護師になり、地域に
貢献したいと思っています。よ
ろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　大
お お ご も

菰　知
ち さ と

里
�
　４月から３階東病棟に配属と
なりました。地域の皆さんに信
頼される看護師となれるよう、
日々学び、努力していきたいと
思います。よろしくお願いしま
す。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　土
つ ち え

江　綾
あ や

香
か

�
　４月よりリハビリテーション
技術科で働いています。まだま
だ未熟な面もありますが、先輩
の指導のもと、日々成長し、患
者さんに信頼していただける理
学療法士になりたいと思いま
す。よろしくお願いします。

４階西病棟　看護師

　清
し み ず

水　晃
あ き こ

子
�
　４月から４階西病棟で働いて
います。３月までは米子市で働
いていましたが、地元である雲
南地域の方々を支えられる看護
師になりたいと思い、雲南市に
戻りました。一日も早く職場に
慣れ、常に向上心を持って働い
ていきたいと思います。よろし
くお願いします。

４階西病棟　看護師

　石
い し づ

津　成
な る み

美
�
　４階西病棟でお世話になっ
ています。新たな気持ちで日々
業務に励んでいきたいと思い
ます。まだまだ未熟ですが頑
張ります。よろしくお願いし
ます。

４階西病棟　看護師

　渡
わ た な べ

部　貴
き

江
え

�
　４階西病棟で働かせていただ
くことになりました。沢山のこ
とを学び、一人ひとりの患者さ
んに合わせた看護が提供できる
ように頑張ります。よろしくお
願いします。

内科　医員

　笠
りゅう

　芳
よ し の り

紀
�
・ひとこと
　沖縄県西

いりおもて
表島

じま
の大原診療所から来ました。

〝りゅう″と言います。離島で学んだことを生
かしながら、ここ雲南でも一生懸命勉強させ
ていただきたいと思います。よろしくお願い
します。

リハビリテーション技術科　理学療法士

　太
お お た

田　祥
しょう

平
へ い

�
　リハビリテーション技術科で
理学療法士として働いていま
す。生まれ育った雲南市にある
当院で働けることを嬉しく思っ
ています。雲南市の地域医療に
少しでも貢献できるように頑
張っていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

リハビリテーション技術科　作業療法士

　内
う ち べ

部　紗
さ

希
き

�
　４月よりリハビリテーション
技術科で働いています。いたら
ない点が多く、まだまだ未熟で
はありますが、日々成長できる
ように努力していきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

栄養管理科　管理栄養士

　長
は せ が わ

谷川　英
ひ ろ

美
み

�
　管理栄養士として働いていま
す。まだまだいたらない点が
多々ありますが、沢山のことを
学び、日々成長していきたいと
思います。よろしくお願いしま
す。

新任医師
紹介

新入職員の
ひとこと
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診療科 診察室 月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

初 診 曽田 一也 - 服部 修三 - 永瀬 正樹 - 笠　 芳紀 - 松野 好男 -
一 診 予約 服部 修三 - 曽田 一也 - 服部 修三 - 松野 好男 - 服部 修三 -( 再診）
二 診 予約 永瀬 正樹 - ( 循環器診察 ) - 笠　 芳紀 - - - 曽田 一也 -( 再診）

胃カメラ 大学医師 大学医師 - 曽田 一也 - 山本　 俊 - 大学医師 -（診察日は電話でご確認ください）

糖 尿 病 科 内科外来 予約 大学医師 - - - 大学医師 - - - 大学医師 -三 診 ( 隔週） ( 隔週）

血 液 内 科 内科外来 予約 - - 大学医師 - - - - - - -三 診

呼 吸 器 科 内科外来 予約 - - - - - - 代務医師 - - -三 診

循 環 器 科 予約 末廣 章一 - 松野 好男 - 今井 健介 - 遠藤 昭博 - 織田 禎二 -（内科二診にて診察）

神 経 内 科 循環器科
にて診察 予約 - - 大学医師 - - - - - -（診察日は電話でご確認ください）

小 児 科
一 診 大家 隆晴 大家 隆晴 大家 隆晴 大家 隆晴 大家 隆晴 大家 隆晴 大家 隆晴 ( 大家 隆晴 ) 大家 隆晴 大家 隆晴（ワクチン外来） （乳健・ワクチン）

二 診 - - - - - 大学医師 - 大学医師 - -（ワクチン外来）

外         科
一 診 森脇 義弘 - 大谷　 順 - 森脇 義弘

（1・3・5 週） - 大谷　 順 - 森脇 義弘 -( 初診・一部予約 ) 大谷　 順
（2・4 週）

( 再診・予約） ( 一部予約）

二 診 奥田 淳三 - 象谷 ひとみ - 担当医 - 奥田 淳三 - 象谷 ひとみ -

地 域 総 合 診 療 科　 担当医 - 担当医 - 担当医 - 担当医 - 担当医 -

整 形 外 科

一 診 再診は
要予約 松井　 譲 - 三木 尭明 松井　 譲 - 三木 尭明 松井　 譲 -（脊椎・人工関節専門外来） （脊椎・人工関節専門外来）

二 診 再診は
要予約 西山 彰博 - - - - - 松井　 譲 - 西山 彰博 -

三 診 再診は
要予約 檀浦 智幸 - 西山 彰博 - 檀浦 智幸 - 西山 / 檀浦 - 檀浦 智幸 -（毎週交替）

リ ウ マ チ・
膠 原 病 科

整形外科 一部
予約 - - 石部　陽二 - - - - - -二 診 （10：00 ～ 15：00）

脳  神  経  外  科 - - 大学医師 - - - - - 大学医師 -
(9 時 30 分から診察）

産 　 婦 　 人 　 科 加藤 一雄 - 加藤 一雄 - 加藤 一雄 - 加藤 一雄 - 加藤 一雄 -

耳 鼻 い ん こ う 科 一部
予約 村田 明道

予約・一般 村田 明道
- 佐野 啓介 - 村田 明道 - 佐野 啓介

予約・一般
14:30 ～ （1・3・5 週） 14:30 ～

佐野 啓介 佐野 啓介 村田 明道
（2・4 週）

眼 科 一部
予約 白根 授美 - 大学医師 - 白根 授美 - 白根 授美 - 白根 授美 -

泌 　 尿 　 器 　 科 一部
予約 平岡 毅郎 - - - 平岡 毅郎 - 平岡 毅郎 - 平岡 毅郎 -

麻 酔 科 大学医師 - - - - - - - - -

皮 膚 科 一部
予約 大藤　聡 - 大藤　聡 - 大藤　聡 - - - 大藤　聡 -

放 射 線 科 大学医師 - - - - - 大学医師 - -「読影のみ」 「読影のみ」

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 大塚 昭雄 大塚 昭雄 大塚 昭雄 大塚 昭雄 大塚 昭雄
「紹介患者のみ」 「紹介患者のみ」 「紹介患者のみ」 「紹介患者のみ」 「紹介患者のみ」

精 神 科 - - 横山勝利 - 代務医師 - 今岡大輔 - 原　 陽一 -

○神 経 内 科：神経内科の予約は、内科外来へ１４時～１７時にお願いいたします。なお、診察は循環器内科外来において行います。
○循 環 器 内 科：毎週火曜日の診察は、内科第二診察室にて行います。
○小  児  科：毎週火曜日の午後（要予約）は、ワクチン外来を行っております。
   ワクチン外来：１４時～１６時
　　 　 　 　　毎週水曜日の午後（要予約）は、乳児健診、ワクチン外来を行っております。
   乳児健診：１３時３０分～１４時、ワクチン外来：１４時～１６時
　　 　 　 　　※一般外来は両日の午後とも休診となります。
○地域総合診療科：受診科が不明な患者様等の診察及び専門医への紹介をいたします。
○整 形 外 科：再診の方は予約が必要です。電話での予約は、１３時～１６時にお願いいたします。
　　 　 　　脊椎外科・人工関節専門外来を受診希望される場合は、外来窓口へお申し付けください。
○禁 煙 外 来：毎週火曜日と木曜日の午前中に外科外来において行っております（要予約）。
○肛 門 外 来：外科外来において行っております。
○緩和ケア専門外来：毎週火曜日１４時から行っております（要予約）。
○眼科：コンタクト外来は行っておりません。

診療・予約等に関する問い合わせは（0854）43-2390（代）までご連絡ください。

受　付　時　間
午　　前  ８時３０分 ～ １１時００分 （初診の方）

 ７時１５分 ～ １１時００分 （再診の方）

午　　後  １３時００分 ～ １６時００分
　　　　　　　 （診療科については下記の表をご確認ください。）

休　　診　　日 　土、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※尚、急患の方はお問い合わせください。

面　会　時　間 　７時００分 ～ ２１時００分
　※上記以外の面会は診療に差支えますのでご遠慮ください。

雲南市立病院　外来診療担当医一覧表

＜所在地＞
〒 699-1221
島根県雲南市大東町飯田 96-1
Tel ０８５４- ４３- ２３９０（代）
Fax ０８５４- ４３- ２３９８

〔ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ〕
http://unnan-hp.jp/

平成27年４月１日現在
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平成27年度　雲南市立病院組織体制
■病院事業管理者：松井　譲　　■病院事業副管理者：秦　和夫　　■院長：大谷　順　　■統轄副院長：服部　修三　　■副院長：佐野　啓介　

■名誉院長：大塚　昭雄　　　　■診療局顧問：三木　尭明

　代表電話番号 0854-43-2390、市外局番はいずれも 0854

部局名 科　名 職　　員　　名

診療局
　局長：森脇義弘
　次長：（森脇義弘）

内科 統轄副院長：服部修三、医療技術部長：曽田一也、診療科部長：松野好男、医長：永瀬正樹、医員：笠　芳紀
外科 院長：大谷　順、診療局長：森脇義弘、医長：奥田淳三、象谷ひとみ
整形外科 病院事業管理者：松井　譲、診療科部長：檀浦智幸、西山彰博
人工関節センター 診療局顧問：三木尭明
小児科 診療科部長：大家隆晴
皮膚科 診療科部長：大藤　聡
産婦人科 診療科部長：加藤一雄
眼科 診療科部長：白根授美
耳鼻いんこう科 副院長：佐野啓介、診療科部長：村田明道
泌尿器科 診療科部長：平岡毅郎
リハビリテーション科 名誉院長：大塚昭雄
脳神経外科 大学医師
精神科 大学医師等
放射線科 大学医師
麻酔科 大学医師
循環器科 大学医師
神経内科 大学医師
糖尿病科 大学医師
血液内科 大学医師
呼吸器科 代務医師（専門医）
リウマチ・膠原病科 代務医師（専門医）
地域総合診療科 担当医

部局名 科・課名（電話番号）
科（課）長名 係　名 職　　員　　名

看護部
　部長：板持さとみ
　次長：前島　里子
　次長：芝原　啓子

外来看護科
　師長：長妻節美 外来看護係 副師長：原　洋子

平野恵美、藤原祐美、伊藤真弓

２階病棟看護科
　師長：（芝原啓子） ２階病棟看護係

副師長：毛利真由美、藤原千登勢
中林直子、富田澄子、大坂友希江、森山典子、安食順子、川本映子、藤原久美、松田領子
神田　舞、石橋睦美、梶谷恭子、景山礼子、成相真紀子、齋藤　恵、丹羽　梓、毛利有希
内田由美子、小畑夏美、福間也美、永瀬結理、藤原悦子、友塚春美

３階東病棟看護科
　師長：白石淳子 ３階東病棟看護係

副師長：深田真季、高橋睦子
吉田るみ子、佐藤孝子、小林孝子、原めぐみ、吾郷まゆみ、熱田麻沙美、景山みどり
戸谷具美、景山真也、奥実千子、柴田京子、HAQUOCTUYEN、廣澤朋子、白川由香
山田美保、竹田知華、齋藤裕介、大坂朋子、江角美雪、藤原里恵、小川理恵、岡本茉由
加藤　佑、大菰知里、藤原清美、内部良子、山本順子、田本育子

３階西病棟看護科
　師長：西村広江 ３階西病棟看護係

副師長：濱田亜希子、藤原智恵子、荒砂恵美子
春日和代、濱村幾代、林　和美、黒川千尋、藤原あずさ、田中直子、昌司直子、川島幸子
為石幸子、福富智美、植尾美紀子、矢壁智江、永瀬真由子、藤本麻里、安原久美子
青木なおみ、原知江美、景山美幸

４階東病棟看護科
　師長：森山直美 ４階東病棟看護係 副師長：錦織理恵

佐藤弘子、原　恵子、小林恭子、陶山恵美子、高尾遥香、加多納美佐江

４階西病棟看護科
　師長：松崎八重子 ４階西病棟看護係

副師長：松浦陽子
金森みち子、森山愛子、小川享子、鶴原悦子、小早川裕子、松崎　彩、高木　楓、山崎洋子
鬼村由理子、森山文香、廣野麻衣子、木下祐二、茢田涼子、原　未紀、渡部貴江、石津成美
清水晃子、杉原ひろみ、松本菊江、藤原寿美子

手術室看護科
　師長：（前島里子）

手術室看護係
副師長：鳥谷美世枝
栗間優子、伊藤一也、中村真由美、坪倉　幸、高橋みどり、茂富良太、須山絵里子
原　真美、石原鮎子、杼谷陽一

透析室看護係 副師長：野々村純子
佐藤美紀、原　明美、岸野佐知子

医療技術部
　部長：（曽田一也）

薬剤科
　科長：後藤真由美 薬剤係 係長：吉野由美子

高木賢一、本田正宏、上代研吾、渡部晃央

検査技術科
　科長：若槻純子 検査技術係

係長：岩間修平
田部井恭子、藤原　誠、佐藤悦子、白名ゆり、須山真由美、土江知代、苅田恵美子
山本啓子、保坂あかり、森山博之、小野悦盛、高本大輔

放射線技術科
　科長：野口悦現 放射線技術係 係長：小林久和

田部井邦夫、日野理恵、戸谷倫之、角　保利、日野雅史

リハビリテーション技術科
　科長：田中美能留

リハビリテーション
技術係

係長：吉岡健太郎
折坂なみ、八澤伸哉、福田瑠衣、藤原康英、新谷圭司、野津千亜季、藤江亮介、影山哲士
加多納拓也、湯村　司、勝部いずみ、太田祥平、土江綾香、石倉活子、角　紀子、日野雄太
福島令治、田原　優、友塚　渚、江角奈緒子、内部紗希、田邊晃理、佐々田翼

栄養管理科
　科長：佐藤芳正

栄養係 係長：新田多智子
大島千晶、長谷川英美

調理係 係長：熱田佳久
宇山隆之、白名幹夫、山根　猛、大島　浩、小林友紀、村上仁史、神田　治、岡田敬一
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５月 ・ ６月の開催日 ：

　　５月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

　　６月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

　3月31日に平成26年度永年勤続
退職者表彰を行い、永年にわたり放
射線技師・放射線科長として、当院
の発展・充実に尽力された渡

わたなべ

部利
とし

晴
はる

さんが表彰されました。

永年勤続退職者表彰

▲表彰された渡部利晴さん（前列中央）

事務部
　部長：田中　稔
　次長：（田中　稔）

総務課
☎43-2441、43-2442
　課長：石原　忍

総務係 係長：菊地　亮
新田　悟、新田文雄、須山絹恵、勝部琢治（しまね地域医療支援センターへ派遣）

企画係 係長：（石原　忍）
管財係 係長：土江　隆
財政係 係長：佐伯邦義

病院建設室
☎43-2476
　室長：小川祐幸
　企画官：田部公利

（市からの駐在）

病院建設係 係長：（小川祐幸）
深田貴之（市からの駐在）、藤原富夫、土江　剛

情報管理課
☎43-2391
　課長：筒井英二

医事係 係長：妹尾好高
情報係 係長：細木雄二

地域医療人育成センター
　所長：（森脇義弘）
　副所長：（奥田淳三）
　副所長：（板持さとみ）

事務局 （菊地　亮）、（新田　悟）、（新田文雄）、（須山絹恵）

健康管理センター
　所長：（服部修三）
　副所長：（加藤一雄）

保健推進課
☎43-3602
　課長：景山博司

保健係 係長：渡部初枝
松浦秋湖、藤原百香里

地域連携室
☎43-2446
　室長：江角小百合

地域連携係 係長：三島康文
渡部紗也香、岡　淳美

ふれあいセンター
　所長：（服部修三）

訪問事業課
☎43-2973
　課長：鶴原郁子

訪問看護係 係長：（鶴原郁子）
佐藤文子、伊藤泰子、長谷川光久、藤原貴司

施設介護課
☎43-6870
　課長：勝部友子

施設介護係 係長：吉岡由美
古川紀子、加藤志保、和久利知恵、渡部祐美子、高橋理恵、谷本真弓、秦　亜美、西尾幸子

（　　）は兼務
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【今回は大東町の方々の感謝の手紙です。】

vol.51感謝の手紙日本一短い
◇
日
本
一
短
い「
感
謝
」の
手
紙
を
、平
成
27
年
１
月
９
日
か
ら

30
日
ま
で
募
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、８
２
５
点
の
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら

家
族
へ
送
り
あ
う
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

わが家のわが家のわが家の

おめでとうおめでとう

５月で満１歳満１歳満１歳

　
　家
族
の
み
ん
な
へ

い
つ
も
僕
を
応
援
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
迷
惑
か
け
ま
す
。

元
気
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　息
子
よ
り

　
　息
子
へ

あ
な
た
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、
私
た
ち
の

家
族
の
楽
し
み
で
す
。
迷
惑
か
け
る
な
ん
て

思
わ
ず
、
思
い
っ
き
り
や
り
な
さ
い
！

�

　
　
　
　
　家
族
の
み
ん
な
よ
り

　
　お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
わ
が
ま
ま
な
私
を
い
つ
も
笑
顔
で
育

て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　娘
よ
り

　
　娘
へ

こ
れ
か
ら
も
、
親
子
で
成
長
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
笑
顔
で
楽
し
い
毎
日
が
送
れ
る
と

い
い
ね
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　母
よ
り

　
　父
・
母
へ

い
つ
も
い
つ
も
家
族
を
支
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
今
年
か
ら
は
私
も
、
み
ん
な
を
支

え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　次
女
よ
り

　
　次
女
へ

い
つ
も
コ
タ
ツ
で
う
た
た
ね
し
て
た
あ
な
た

は
、
半
目
開
き
で
笑
わ
せ
て
く
れ
た
ね
。
寝

て
い
る
時
も
笑
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。�

　
　
　
　
　
　
　母
よ
り

 晶
あきら

ちゃん（三刀屋町給下）
平成 26年５月 21日生まれ
１歳おめでとう
いつもにこにこかわいい晶君。
たくさん遊んで楽しく過ごそうね

伊
藤
雅
晃
さ
ん
・
英
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

美
み く

空ちゃん（加茂町猪尾）
平成 26年５月 27日生まれ
食いしん坊のみくちゃん、お誕生日お
めでとう 　お兄ちゃん達に可愛がら
れ笑顔がたえないね。元気に育ってね。

万
場
直
紀
さ
ん
・
香
織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

礼
ゆきちか

慈ちゃん（加茂町加茂中）
平成 26年５月 14日生まれ
１歳おめでとう 　みんなを幸せに
してくれるゆきちゃん
元気にすくすく大きくなってね

引
野
佳
昭
さ
ん
・
淳
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

颯
はやと

人ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 26年５月８日生まれ
はやタン初めての誕生日だね
１歳おめでとぅ 　これからも笑顔
いっぱいで大きくなってね

梅
木
憲
司
さ
ん
・
望
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

倖
こうた

大ちゃん（大東町大東）
平成 26年５月２日生まれ
こうたちゃん生まれてきてくれてあ
りがとう 　お姉ちゃんと一緒に元
気いっぱいで大きくなってね

渡
部
洋
之
さ
ん
・
奈
津
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

６月で満１歳（平成26年６月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　　　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで５月８日(金)までに情報政策課へお送りください。
　【問】情報政策課☎0854-40-1015　

　※市ホームページにも市報うんなんを掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のホープ」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のホープ」係

E-Mail を送られる場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のホープ」としてください。）
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５
月
27
日
（
水
）
は
、
雲
南
市
恒
例
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
を
日
常

化
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
同
じ
規
模
の
自
治

体
と
「
15
分
以
上
継
続
し
て
か
ら
だ
を
動

か
し
た
市
民
の
参
加
率
」
を
競
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
様
々
な
企
画
が
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、全
国
で
行
わ
れ
て
い
る「
空

き
缶
積
み
上
げ
」
は
、
雲
南
市
が
発
祥
で

す
。「
長
縄
跳
び
」
大
会
は
、
昨
年
度
の

全
国
ベ
ス
ト
４
を
市
内
の
中
学
生
が
独
占

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
と

し
て
、ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た「
ス

ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

他
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
教
室
な
ど

か
ら
だ
を
動
か
す
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、

雲
南
市
民
の
半
数
以
上
が
参
加
す
る
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
よ
う
に
地
域
の
集

ま
り
に
参
加
し
て
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
が
健
康
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　
東
京
医
科
大
学
の
研
究
に
よ
る
と
、「
①

ス
ポ
ー
ツ
教
室
」「
②
趣
味
の
集
ま
り
」「
③

地
域
の
集
ま
り
」
の
順
に
、
参
加
す
る
ほ

う
が
病
気
に
か
か
り
に
く
い
よ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
主
体

的
な
参
加
」
が
健
康
に
影
響
す
る
と
い
う

お
も
し
ろ
い
結
果
で
す
ね
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
「
地
域
の
集
ま

り
」
で
「
か
ら
だ
を
動
か
す
」
こ
と
か
ら
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
と
言
え
る
よ
う
で

す
。
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

毎
日
楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　職場や学校や地域自治会等でも、健康づくりに積極的に取り組んで
いただけるよう、雲南市健康づくり推進協議会において『平成27年
度健康づくり重点スローガン』を定めました。
　市民の皆さんは、自らすすんで健診を受ける、よりよい食生活に心
がける、自分にあった運動をしたり日常的に身体を動かすよう心がけ
る、悩みごとをひとりで抱えずに周囲の人に相談したり、専門家に相談するといった健康行動をとりましょう。
　市役所はみなさんの健康行動を支えるために、健康教育や健康相談、がん検診や特定健診等を積極的に実施
します。ともに健康なまちづくりをすすめましょう。

117

うんなん健康都市宣言と
平成27年度健康づくり重点スローガン

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

93

参
加
す
る
と
病
気
に
な
り
に
く
い
!?

ま
も
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す
！

平成27年度健康づくり重点スローガン
妊娠準備期・妊娠期・乳幼児期（妊娠準備期～５歳）
の健康づくり
　・食習慣の基礎をつくり、楽しい食事の時間にしましょう
　・発達の特性に応じた遊びで十分に身体を動かしましょう

青年期・壮年期（19歳～ 64歳）の健康づくり
　・塩分を取りすぎないよう心がけましょう
　・十分な睡眠で休養をとりましょう

学童期・思春期（6歳～ 18歳）の健康づくり
　・早寝・早起きでしっかり睡眠をとりましょう
　・栄養や食事に関する知識を身につけ食生活に活かし
ましょう

高齢期（65歳以上）の健康づくり
　・おいしく楽しく食べましょう
　・日常生活の中でこまめに身体を動かしましょう
　・自分にあった運動や体操などを続けましょう
　・地域や家庭の中で役割、生きがいをもちましょう
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　３月末に妻と１年ぶりに
韓国に帰省しました。会う人
会う人親切で、とてもよい旅
でした。雲南へ来て丸３年で

すが、久しぶりに韓国へ戻ると日本との違いを改め
て実感しました。

　さて、世界で一番強いと言われる韓国アジュンマ
（おばさん）ですが、うちの母（オモニ）もその１人。
姑と嫁の間では、今回もいろいろなことがありまし
た。まずは髪型。自分が行っているところでパーマ
をかければ半年持つから！と強引に連れていかれそ
うになり、妻、必死で断っていました。次は食事。
韓国の母親はたくさん食べる人を好みます。お腹が
いっぱいだという妻に、「ダイエットして死ぬ人が
たくさんいるのよ。もっと食べなさい」と渡したの
は消化薬。消化薬を飲んで、また食べろと言う意味

です。薬が大嫌いな妻ですが・・目の前で飲み終わ
るまで見張られているので・・勝てません。

　泊まりに行った時はリビングに布団をひいて一緒
に寝ています。布団は一つですよ。妻は全然寝られ
ないようで、毎回何とか断ろうとしていますが・・
母には勝てず、布団に入ってから夜中の３時ごろに
こっそり小部屋へ逃げています。もちろん次の日の
朝、小言を言われています。我が家も韓国ドラマと
同じ温度ですよ。ちなみに、初対面での母の第一声
は「サランヘ～（愛してる）」でした。

　それにしてもあんなにたくさんいた日本人観光客
が全然いなくなっていました。危ない事や嫌な思い
をすることは、滅多にないと思います。両国のより
良い友好関係を作りたい・・改めてそう思いました。

今月から、市が毎年実施している若者チャレンジ支援『幸雲南塾』の塾生を紹介する

第１回目は大東町出身の幸雲南塾２期、４期生　小
こ

山
やま

　望
のぞみ

 さんです。

未来をつくる若者チャレンジ を連載します。

～未来予想図がより鮮明に描けた～
−幸雲南塾に参加して何か変わりましたか。
　市内での人脈ができ、自分の世界が広がりました。特に、
人前で話すことは苦手でしたが、話すことで伝わる喜びを感
じ、自分の思いを人前で話せるようになりました。周りの人
も聞こうとしてくれるし、見守って待ってくれる。いい人た
ちに出会えました。「いつか育ったところでカフェをしたい」
という夢があって、幸雲南塾で受講し夢を話すことで、手伝っ
て共感してくれる人がいることがわかりました。そして、「幸
雲南塾」の卒業生が中心となって設立された「NPOおっち
ラボ」に、昨年の５月１日正式に雇用されました。

−おっちラボでの１年を振り返ってどうですか。
　めまぐるしく過ぎていきました。主に、幸雲南塾の運営の
ほか、地域自主組織の活動にも参加させていただきました。
自分が動くことで、地域の未来を想像し、未来予想図をより
鮮明に描けるようになった感じでしょうか。人生が変わりま
した。幸雲南塾に行かなかったら、うつうつとして、今でも
カフェを手伝うだけだったと思いますが、今は自分でカフェ
を開きたいと考えています。

−どんなカフェにしますか。
　生まれ育ったこの大東の町に目を向ける人が、もっとたく
さんいるといいなと思っています。ＪＲ出雲大東駅舎内にあ
る今のおっちラボの事務所をカフェにして、みんなが気軽に
集える場所にしていく予定です。カフェの名前は「憩

いこ う

雲」。
雲が晴れた日に泳ぐみたいに、形が変わったり、集まったり
自由なんだけど、雲のように集っているイメージです。若い
人たちが、帰ってきたときに、こういう場所があるんだよと
発信し、つながっていったらいいなと考えています。何かや
りたいけど、うつうつとしている人は、ぜひ、お話しに来て
くださいね。

うん、なんでしょう
国際交流員（CIR）の迷言コーナー

（ちょっと一息）
▲それでも仲良しの嫁と姑
　　　　　（妻（左）母（右））

▲屋台でトッポッキを満喫
している私こんにちは、李

イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

information

子
育
て
世
帯
定
住
宅
地

購
入
支
援
事
業

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
４

　
定
住
人
口
の
増
加
及
び
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
市
内
で
宅
地
を

購
入
し
定
住
す
る
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
、
宅
地
購
入
費
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
条
件
】

○ 

民
間
売
買
に
よ
っ
て
購
入
し
た

市
内
の
住
宅
地
で
以
下
に
よ
る

場
合

・ 

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
住
宅

地
を
購
入
す
る
場
合

・ 

中
古
住
宅
を
住
宅
地
と
一
緒
に

　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
１
７
６
７

　
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
で
、
掛

合
町 

金か
な
や
ま山
由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん
が
継
続

で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
で
す
。

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
４

　
定
住
人
口
の
増
加
及
び
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
子
育
て
世
帯
に

住
宅
地
を
25
年
間
有
償
貸
付
し
、

期
間
満
了
後
は
無
償
譲
渡
し
ま

す
。

【
対
象
住
宅
地
】

○
下
熊
谷
西
住
宅
団
地（
木
次
町
）

　
５
区
画

○
吉
田
住
宅
団
地
（
吉
田
町
）

　
２
区
画

【
申
請
者
の
条
件
】

○ 

以
下
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

広　告　枠

information

子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
貸
付
け
事
業

・ 

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

・ 

貸
付
地
を
借
り
て
か
ら
２
年
以

内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方

・ 

年
間
所
得
が
２
０
０
万
円
以
上

あ
る
方

・ 

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・ 

賃
貸
借
契
約
が
確
実
に
履
行
で

き
る
方

　
条
件
や
事
業
内
容
等
、
詳
し
い

内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳

未
満
で
あ
る
世
帯
又
は
16
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

表彰
状

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
高
齢
者
叙
勲

　
旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
青あ

お

木き

　
亨

き
ょ
う
す
け

介
さ
ん
（
大
東
町
）

購
入
す
る
場
合

○ 

住
宅
地
の
購
入
費
が
１
０
０
万

円
以
上

○ 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
売

買
契
約
に
よ
る
も
の

【
補
助
内
容
】

　
宅
地
購
入
価
格
の
１
／
10

 (

最
大
50
万
円)

　
年
間
予
算
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

早
目
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳

未
満
で
あ
る
世
帯
又
は
16
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

人
権
擁
護
委
員
の

紹
介

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
４
月
よ
り
、
人
工
透
析
患
者
の

方
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
通
院
費

支
給
申
請
に
係
る
手
続
き
の
簡
素

化
と
支
給
内
容
の
拡
充
を
実
施
し

ま
す
。

【
改
正
の
内
容
】

① 

３
カ
月
単
位
の
申
請
に
な
り
ま

す
。（
改
正
前

：

１
カ
月
単
位
）

② 

通
院
証
明
に
係
る
文
書
料
が
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。

information

人
工
透
析
患
者
通
院
費

支
給
申
請
手
続
き
の
改
正

広　告　枠
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
及
び
市
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
加
茂
小
学
校

　
寄
附
金

　
加
茂
島
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◎
斐
伊
小
学
校
・
寺
領
小
学
校
・

　
西
日
登
小
学
校
・
三
刀
屋
小
学

　
校
・
飯
石
小
学
校
・
吉
田
小
学

　
校
・
田
井
小
学
校
・
掛
合
小
学

　
校

　
製
氷
機

　
ホ
シ
ザ
キ
電
機
株
式
会
社

（
愛
知
県
）

◎
大
東
・
木
次
図
書
館
、
三
刀
屋

　
図
書
室

　
図
書
カ
ー
ド

　
し
ま
ね
信
用
金
庫
（
松
江
市
）



information

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

募
集
期
間
中
に
公
社
へ
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
５
月
１
日
か
ら
住
宅
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
雲
南
市
で
は
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
そ
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ

information

認
知
症
高
齢
者
等

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

　
40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
５
月
７
日
（
木
）
～
５
月
14
日

（
木
）
午
後
５
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
５
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
住
宅
公
社
ホ
ー
ム

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
１
　
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件

　
　
　
と
な
り
ま
す
。

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
の
よ
り
よ
い
環
境
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
に
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
認
知
症
の
方
を
早

期
発
見
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
情
報
網
）
の
構
築
事
業
が
あ

り
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る
病

気
で
、
も
の
忘
れ
や
徘
徊
も
そ
の

症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
み
な
さ
ん
に
見
守
り
の
輪

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
認
知
症

の
方
が
徘
徊
し
て
も
安
全
な
ま
ち

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
メ
ー

ル
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
構
築
し
て
お

り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

で
登
録
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
を
登
録
い
た
だ
け

る
方
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
登
録
が
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、
お
手
持
ち
の

携
帯
電
話
等
で
読
み
取
り
、
案
内

に
従
っ
て
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備
え

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
公
社
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
に
必
要
な
、

書
類
等
（
住
民
票
・
所
得
課
税
証

明
書
・
平
成
26
年
分
源
泉
徴
収
票

等
）
に
つ
い
て
は
、
雲
南
住
宅
管

理
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
雲
南
住
宅
管

理
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
（
平
日

8
時
30
分
～
19
時
、
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）　

　
☎
０
８
５
４-
47-

７
１
５
１

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
４

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
及
び
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

○ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

○ 

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助※

１

成

○ 

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

及
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ
の

助※
１

成

★ 

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

28
年
２
月
29
日
ま
で
で
す
。

information

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

⑥
た
ん
吸
引
器

　
　
一
台
５
８
、０
１
０
円

広　告　枠
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市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

information

児
童
手
当
現
況
届

information

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
介
護
保
険
の
要
介
護
３
・
４
・
５

と
認
定
さ
れ
た
在
宅
高
齢
者
を
介

護
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
家

族
に
介
護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
要
介
護
３
・
４
・
５
の
在
宅
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

【
支
給
要
件
】

　
市
民
税
非
課
税
世
帯

【
対
象
介
護
用
品
・
支
給
限
度
額
】

①
紙
お
む
つ

②
尿
と
り
パ
ッ
ト

③
使
い
捨
て
手
袋

④
清
拭
剤

⑤
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

　
　
月
額
６
、４
２
０
円

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
受
給
者
や
児
童
の

支
給
要
件
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る
ご
家

庭
に
は
５
月
末
頃
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
６
月
30
日
（
火
）
必
着

　
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
６
月
以
降
分
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民

生
活
課

1717
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

5月は 日

　
市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨

時
給
付
金
を
平
成
26
度
に
引
き
続

き
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

広　告　枠
私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

information

家
族
介
護
用
品

支
給
事
業

子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金

（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
受
給
者

【
対
象
児
童
】

　
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
対
象
と

な
る
児
童

【
支
給
額
】

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
、

０
０
０
円

【
申
請
手
続
】

　
対
象
者
に
「
現
況
届
」
と
と
も

に
申
請
書
類
を
郵
送
予
定
で
す
。

認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
・
認
知

症
予
防
な
ど
の
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
職
場
や
地
域
の
集
い
な
ど
で
是

非
、
受
講
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
や
高
校
生
を

対
象
と
し
た
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

だ
さ
い
。
折
り
返
し
メ
ー
ル
が
届

き
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
っ
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
メ
ー
ル
は

「m
-u

n
n

a
n

-h
o

u
k

a
ts

u
@

x
p

re
ssm

a
il.jp

」
か
ら
届
き

ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
が
受
信
で
き

る
よ
う
携
帯
電
話
等
の
設
定
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
１

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
27
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
除
き
ま
す
。

○
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

　
れ
て
い
る
場
合

○
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場

　
合

【
支
給
額
】

　
１
人
に
つ
き
６
、０
０
０
円

【
申
請
手
続
】

　
平
成
27
年
度
の
課
税
情
報
が
確

定
す
る
６
月
以
降
、
準
備
が
整
い

次
第
、
給
付
対
象
と
な
る
方
に
申

請
書
類
を
送
付
予
定
で
す
。

information

臨
時
福
祉
給
付
金

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
守
る

た
め
に
は
認
知
症
の
正
し
い
知
識

と
理
解
が
必
要
で
す
。

　
雲
南
市
で
は
、
認
知
症
の
症
状

・
も
の
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
・

⑥
た
ん
吸
引
器

　
　
一
台
５
８
、０
１
０
円

広　告　枠
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国際交流員によるアメリカ料理教室

　雲南市国際交流員のダニエル・ブロド
リックと一緒にアメリカのポピュ
ラーなデザートを作りましょう！

【と　き】5月23日（土）
                     　13:30～16:00
【場　所】加茂健康福祉センター
　　　　　　　　　　　　　かもてらす
【内　容】アップルパイ、カップケーキ、バッ
　　　　 クアイ（ピーナッツバターボール）
【参加費】500 円
【対　象】原則市内にお住まいの高校生以上
　　　　 の方（中学生以下の方は保護者同伴）
【募集定員】20 人
【締　切】5月15日（金）
【問い合わせ】地域振興課
                            ☎0854－40－1013

information

information

市
民
活
動
協
働
促
進

事
業
補
助
金
募
集

軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　

平
成
27
年
度
想
い
を
カ
タ
チ
に

市
民
活
動
協
働
促
進
事
業
補
助
金

対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

１
、
募
集
事
業
お
よ
び
応
募
締
切

①
企
画
提
案
型
協
働
促
進
事
業

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の
解

決
の
た
め
、
市
関
係
部
局
等
と
の

協
働
を
前
提
と
し
た
補
助
金

【
応
募
締
切
】
11
月
30
日
（
月
）

②
地
域
協
働
提
案
事
業

　
地
域
自
主
組
織
が
取
組
む
課
題

解
決
の
た
め
、
地
域
自
主
組
織
及

び
市
関
係
部
局
等
と
の
協
働
を
前

提
と
し
た
補
助
金

【
応
募
締
切
】
11
月
30
日
（
月
）

③
は
じ
め
の
一
歩
支
援
事
業

　
市
民
活
動
団
体
の
「
は
じ
め
の

一
歩
」
を
支
援
す
る
補
助
金

【
応
募
締
切
】
11
月
30
日
（
月
）

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事
業

　
市
民
活
動
団
体
に
登
録
し
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
場

合
の
設
立
経
費
及
び
当
該
法
人
の

初
年
度
の
運
営
経
費
を
支
援
す
る

補
助
金

【
応
募
締
切
】
1
月
29
日
（
金
）

⑤
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
利
子
補
給
金
事

　
業

　
国
等
か
ら
の
受
託
事
業
の
実
施

　

税
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-
１
０
３
４

　

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
利

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

【
対
象
】

・
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
使

　
用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定

　
の
要
件
を
満
た
す
も
の

・
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

　
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

　
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車
等

・
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

　
軽
自
動
車
等

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

に
際
し
て
金
融
機
関
等
の
融
資
を

利
用
す
る
場
合
に
、
当
該
融
資
に

係
る
利
子
額
を
交
付
し
負
担
軽
減

を
図
る
補
助
金

【
応
募
締
切
】
1
月
29
日
（
金
）

２
、
対
　
　
象

　
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
や
市
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
詳
し
く
は
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
予
算
が
無
く
な

り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

　雑誌に載っていた「幸運を呼ぶブレスレット」を買ったところ、業者か
ら紹介された「お師匠様」という人物から「悪い縁がある」などと言われ、
不安になり、次々とお金を請求されるがままに、200万円以上の現金を支払ってしまった。

　開運商品購入後に、業者や寺の住職を名乗る者から「何かが取り付いているのでお払いを
しなければならない」など、消費者の不安や恐怖心をあおる言動を重ねて、消費者を冷静な
判断ができない状態にさせ、開運グッズや祈祷の勧誘を行って契約させるものもあり非常に
悪質な商法です。
　被害に気がついても既に業者と連絡が取れなくなっているケースもあり、その場合、被害
救済は非常に困難となります。
　「お金を支払ったからといって運が開けるというわけではない」ことを
前提に、業者から不安をあおるような言動や「さらに運気が上がる」といっ
た話で商品や祈祷サービスを勧められ、それに伴う代金の支払いを求めら
れてもすぐに返事をせず、家族などに相談することが大切です。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ

開
運

開運商法にご用心！！

＜問題点＞

＜事　例＞

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　

平
成
27
年
度
太
陽
光
発
電
導
入

促
進
事
業
補
助
金
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

〔
住
宅
用
〕
１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り

３
万
４
千
円
で
、
４
Ｋ
Ｗ
が
上
限

（
13
万
６
千
円
）
で
す
。
島
根
三

洋
電
機
社
製
外
は
半
額
で
す
。
さ

ら
に
島
根
県
か
ら
の
補
助
金
（
１

Ｋ
Ｗ
あ
た
り
１
万
円
）
を
加
算
し

ま
す
。

〔
事
業
所
用
〕
９
・
99
Ｋ
Ｗ
を
上

限
と
し
、
補
助
単
価
は
住
宅
用
と

同
額
で
す
。
さ
ら
に
島
根
県
か
ら

の
補
助
金
（
市
補
助
金
の
３
分
の

１
）
を
加
算
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
・
事
業
所
用

と
も
補
助
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
書
の
提
出
先
】

　
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
自
治
振
興
課

・
減
免
申
請
内
容
が
確
認
で
き
る

　
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

　
傷
病
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

　
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
の
写

　
し
等
）

・
該
当
車
両
の
車
検
証
の
写
し

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
の

　
写
し

【
申
請
の
受
付
期
間
】

　
５
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
税
務

課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治

振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
留
意
事
項
】

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
一
人
の
障
が
い
者
等
に
対
し

て
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
を
問

わ
ず
一
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

information

太
陽
光
発
電
設
備

補
助
金

　

市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
３
１

　
平
成
24
年
７
月
９
日
に
外
国
人

登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
特
別
永

住
者
の
方
が
所
持
し
て
い
る
外
国

人
登
録
証
明
書
は
、
特
別
永
住
者

証
明
書
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書

の
次
回
確
認
（
切
替
え
）
申
請
期

外
国
人
登
録
証
明
書

を
お
持
ち
の

特
別
永
住
者
の
方
へ

information

間
の
始
期
と
さ
れ
る
誕
生
日
が
７

月
８
日
ま
で
に
到
来
す
る
方
は
、

７
月
８
日
ま
で
に
外
国
人
登
録
証

明
書
か
ら
特
別
永
住
者
証
明
書
へ

切
替
え
の
手
続
き
に
各
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
民
生
活
課
へ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

　
入
国
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
ご
案
内 

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.im

m
i-

m
o

j.g
o

.jp
/k

e
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a
n
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d

f/
k

irik
a

e
n

o
o

sira
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d
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く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

　雑誌に載っていた「幸運を呼ぶブレスレット」を買ったところ、業者か
ら紹介された「お師匠様」という人物から「悪い縁がある」などと言われ、
不安になり、次々とお金を請求されるがままに、200万円以上の現金を支払ってしまった。

　開運商品購入後に、業者や寺の住職を名乗る者から「何かが取り付いているのでお払いを
しなければならない」など、消費者の不安や恐怖心をあおる言動を重ねて、消費者を冷静な
判断ができない状態にさせ、開運グッズや祈祷の勧誘を行って契約させるものもあり非常に
悪質な商法です。
　被害に気がついても既に業者と連絡が取れなくなっているケースもあり、その場合、被害
救済は非常に困難となります。
　「お金を支払ったからといって運が開けるというわけではない」ことを
前提に、業者から不安をあおるような言動や「さらに運気が上がる」といっ
た話で商品や祈祷サービスを勧められ、それに伴う代金の支払いを求めら
れてもすぐに返事をせず、家族などに相談することが大切です。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ

開
運

開運商法にご用心！！

＜問題点＞

＜事　例＞

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　

個
人
が
自
己
ま
た
は
親
族
の
た

め
に
墓
地
を
経
営
（
設
置
）
す
る

場
合
、
墓
地
の
設
置
場
所
が
自
己

所
有
地
で
あ
っ
て
も
雲
南
市
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。

　
無
許
可
で
墓
地
を
設
置
し
た
場

合
は
、「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す

information

市
営
墓
地
使
用
者

募
集

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

・
加

茂

町
「
中な

か
や
ま山

墓
苑
」

・
三
刀
屋
町
「
一い

ち
み
や宮

墓
地
」

・
掛

合

町
「
郡こ

お
り

墓
地
」

　
墓
地
の
概
要
や
使
用
料
な
ど
、

詳
し
く
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治

振
興
課
ま
た
は
環
境
政
策
課
へ
問

information

個
人
墓
地
の
設
置
に

は
届
出
が
必
要
で
す

る
法
律
第
20
条
」の
規
定
に
よ
り
、

懲
役
ま
た
は
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
墓
地
を
設
置
す
る
場
合
は
、
い

ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
制
限
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
さ
れ
て
い

る
方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・固定資産税（第１期）
・軽自動車税

５月の税金

納期限は

月6 1 日(月)

春の全国交通安全運動
5月11日（月）～5月20日（水）
～事故ゼロの おくに自慢は しまねから～

○自転車の安全利用の推進

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

○飲酒運転の根絶

 

をめざす日です

５月20日（水）は

雲南市交通安全対策協議会（総務課　☎0854－40－1021）

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　

良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ご

み
集
積
施
設
整
備
費
補
助
金
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
】

　
ご
み
集
積
施
設
設
置
の
経
費
が

１
万
円
以
上
で
、
利
用
す
る
自
治

会
等
の
世
帯
が
５
世
帯
以
上
で
あ

る
こ
と

【
補
助
金
額
】

　
ご
み
集
積
施
設
設
置
経
費
の
３

分
の
１
ま
た
は
利
用
世
帯
数
に

５
千
円
を
乗
じ
た
額
の
い
ず
れ
か

低
い
方
の
額
で
、
上
限
は
10
万
円

で
す

※ 

こ
の
補
助
金
制
度
を
利
用
し
て

ご
み
集
積
施
設
を
設
置
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
場
合
は
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

予
算
額
に
到
達
次
第
終
了
し
ま

す
。

information

ご
み
集
積
施
設

整
備
費
補
助
金

　
改
葬
（
墓
地
に
埋
葬
し
て
い
る

遺
骨
・
遺
体
を
移
動
す
る
場
合
）

や
墓
地
の
廃
止
（
改
葬
に
よ
り
使

用
し
な
く
な
っ
た
場
合
）
の
際
も

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー

自
治
振
興
課
ま
た
は
環
境
政
策
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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information

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
伴
う
ご
み
の
処
理

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

集
め
て
い
た
だ
い
た
ご
み
の
処
理

は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

① 

ゴ
ミ
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

施
は
、
事
前
に
各
総
合
セ
ン
タ

　
ー
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

② 
原
則
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
で

分
別
を
お
願
い
し
ま
す

③ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
自
ら
が

処
分
場
へ
持
ち
込
む
こ
と
を
原

則
と
し
ま
す
。

④ 

各
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
処
分
場

へ
連
絡
し
、
許
可
を
得
て
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤ 

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
・

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
い
い
し

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
分
場
へ

の
持
込
は
無
料
で
す
。

information

中
小
企
業
を
対
象

と
し
た
支
援
制
度

　

産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

⑴�

雲
南
市
新
商
品
開
発
及
び
販
路

拡
大
事
業
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、

事
業
化
を
目
的
と
し
た
新
製
品
・

新
技
術
の
開
発
、
商
品
の
改
良
及

び
新
製
品
の
販
路
開
拓
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助

⑵�

雲
南
市
中
小
企
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
連
携
支
援
事
業
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業
者
等
で
構
成

す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
個

社
で
は
解
決
困
難
な
新
製
品
・
新

技
術
の
開
発
、
販
路
開
拓
、
共
同

受
発
注
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
の
研
究
、
研
修
、
勉
強
会
等
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

【
公
募
期
間
】

　
５
月
29
日（
金
）ま
で

【
事
業
実
施
期
間
】

　
交
付
決
定
日
か
ら
平
成
28
年
２

月
29
日
（
月
）
ま
で

※ 

詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　h
ttp

:/
/
w

w
w

.u
n

n
a

n
-

ssc
.c

o
m

/

information

雲
南
地
域
家
族
会

連
合
会
・
研
修
会

　

雲
南
広
域
福
祉
会
　
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
　
パ
レ
ッ
ト

　
☎
０
８
５
４-

45-

０
０
２
０

【
日
時
】
６
月
６
日
（
土
）

　
　
13
時
40
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
古
代
鉄
歌
謡
館

【
演
題
】「
楽
し
い
落
語
と

笑
い
の
ち
か
ら
」

固定資産の評価替えのお知らせ
　平成 27 年度は、３年に一度の固定資産の評価替えの年にあたり、市内の土地と家屋について評価の見直
しをしました。概要は次のとおりです。

【問】税務課　☎0854-40-1034

　上記以外に、宅地について、価格調査基準日（平成26年１月１日）から７月１日までの半年間の地価下落を評価額に反映
させた地域があります。
　また、平成24年度の税制改正により、住宅用地については、課税標準額の据え置き特例が、平成26年度より廃止されま
した。それに伴い税額が上昇する場合があります。
※５月中旬に納税通知書・課税明細書をお送りしますので、内容をご確認ください。

土
　
　地

宅　地
　（宅地並み雑種地を含む） 

・ 総務大臣が示した評価基準に基づき、不動産鑑定士による標準宅地
　（317 地点）の鑑定評価を実施し、鑑定価格の７割を目途に標準宅地
　の価格を決定しました。
・市内全域の宅地について状況が類似する地区の見直しを行い、評価の
　適正化・公平化を図りました。 

田・畑・山林等 ・農林業を取り巻く状況を勘案し、価格は据え置きました。 

家
　屋

新・増築家屋
　（平成26年中に建築の家屋） ・総務大臣が示した評価基準に基づき評価しました。

在来分家屋
　（平成25年以前に建築の家屋）

・総務大臣が示した再建築費評点補正率（木造1.06、非木造1.05）と、
　建築年から経過した年数に応じて減点の補正をして再計算し、評価し
　ました。

　

環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
平
成
27
年
度
よ
り
居
住
用
の
飲

料
水
を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
未

普
及
地
域
等
で
新
た
に
飲
用
井
戸

を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
設

置
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
に
飲
用
井
戸
等
を
設
置
す

る
個
人
ま
た
は
共
同
利
用
の
代
表

者【
対
象
地
域
】

　
水
道
整
備
計
画
の
な
い
地
域
、

給
水
区
域
内
で
地
理
的
条
件
等
に

よ
り
整
備
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
世
帯

【
対
象
経
費
】

　
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
費
・
水
質
検

査
費
等

【
補
助
金
額
】

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

　
た
だ
し
、
事
業
所
・
作
業
所
・

集
会
所
・
別
荘
等
へ
の
た
め
の
設

置
は
対
象
外
で
す
。
補
助
要
件
等

詳
し
く
は
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
の
提
出
先
】

　
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
自
治
振
興
課

information

飲
料
水
確
保
対
策

補
助
金

【
講
師
】
豊
岡
台
病
院
　
院
長

　
枝え

だ
ひ
ろ廣

　
篤あ

つ
ま
さ昌

氏

（
高
座
名

：

芸げ
い

乃の

虎こ

や
志し

）
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軽自動車税の税率改正について
　平成 27年度の軽自動車税の税率についてお知らせします。今年度より変更予定であった原付・二輪等につ
いては、国の税制改正により１年延期され、28年度から変更となります。三輪以上については予定どおり税
率を変更しています。

【問】税務課　☎0854-40-1034

※軽自動車税は毎年４月１日現在、主たる定置場が雲南市内である原動機付自転車、軽自動車二輪の小型自動車、小型特殊
　自動車、雪上車の所有者へかかる税金です。なお、所有権留保付きで割賦販売された場合には、買い主を所有者とみなし、
　課税されます。
※個別の税額については、５月中旬に市役所より送付する納税通知書にて確認ください。

区　　　　分 平成 27年度

➡

平成28年度（参考）

二
　
　輪

原
　
　付

５０ｃｃ以下 １，０００円 ２，０００円
５０ｃｃ超～９０ｃｃ以下 １，２００円 ２，０００円
９０ｃｃ超～１２５ｃｃ以下 １，６００円 ２，４００円
ミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽二輪（１２５ｃｃ超～２５０ｃｃ以下） ２，４００円 ３，６００円
小型二輪（２５０ｃｃ超） ４，０００円 ６，０００円

小型特殊
自 動 車

農耕作業用（トラクターなど） １，６００円 ２，０００円
その他（フォークリフトなど） ４，７００円 ５，９００円

【原付、二輪車及び小型特殊自動車】（27年度は以前の税率と同じです）

区　　　　分 H27.3.31 までに
初回検査を受けた車両

H27.4.1 以降に
初回検査を受けた車両

四輪以上
乗用 自 家 用 ７，２００円 １０，８００円

営 業 用 ５，５００円 ６，９００円

貨物 自 家 用 ４，０００円 ５，０００円
営 業 用 ３，０００円 ３，８００円

三 輪 ３，１００円 ３，９００円
雪 上 車 ２，４００円 ３，０００円

【三輪以上の軽自動車】（平成27年４月１日より初回検査日によって税率が一部変わります）

　

農
林
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害

獣
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

防
護
柵
を
購
入
・
設
置
さ
れ
る
場

合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
者

【
補
助
対
象
物
】

　
今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧

柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
防
鳥

ネ
ッ
ト

【
補
助
率
等
】

・
資
材
購
入
費
の
40
％

・
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

【
事
業
費
上
限
額
】

・
個
人
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

・
共
同
２
戸
以
上
・
法
人
30
万
円

・
ク
マ
対
策
用
の
電
柵
　
50
万
円

【
そ
の
他
】

・
既
設
の
防
護
柵
を
更
新
さ
れ
る

　
場
合
は
不
可

・
今
年
度
に
事
業
を
実
施
さ
れ
る

　
も
の
に
限
る

・
申
請
書
は
購
入
前
に
提
出
す
る

　
こ
と

【
提
出
書
類
】

　
申
請
書
・
位
置
図
・
見
積
書

【
申
込
締
切
】　

information

農
作
物
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
　

　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
事
業
管
理
課

information

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

雲
南
出
張
相
談
会

　

産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
５
月
27
日（
水
）

一
部
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

二
部
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　☎
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０
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information

女
性
相
談
窓
口
の

紹
介

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
女
性
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
の
こ
と
、

家
庭
の
こ
と
、
職
場
の
こ
と
、
Ｄ

Ｖ
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
で
悩
み
が

あ
る
と
き
な
ど
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
雲
南
市
木
次
町
新
市
３
）

【
面
接
・
電
話
で
の
相
談
】

　☎
０
８
５
４-

42
‐
３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

【
女
性
弁
護
士
相
談
】

（
※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

■
５
月
13
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分

■
８
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分

■
12
月
３
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分

出
雲
児
童
相
談
所

（
出
雲
市
小
山
町
70
）

【
面
接
・
電
話
で
の
相
談
】

　☎
０
８
５
３-

21
‐
８
７
８
９

相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
休
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
松
江
市
大
輪
町
４
２
０
）

【
面
接
で
の
相
談
】

相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
休
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

【
電
話
で
の
相
談
】

　
土
・
日
の
電
話
相
談
は
行
い
ま

す
。

　
☎
０
８
５
２-

25
‐
８
０
７
１

相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
祝
日
、
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

し
ま
ね
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
さ
ひ
め

【
電
話
で
の
相
談
】

　
毎
週
火
・
木
・
土
の
午
後
６
時

～
午
後
10
時

　
☎
０
８
５
２-

28
‐
０
８
８
９

【
メ
ー
ル
相
談
】

 http://sahime
.

  onnanokonotameno-er.com/

※ 

す
ぐ
に
返
信
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

（
島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

【
電
話
で
の
相
談
】

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
８
５
２-

25
‐
３
０
１
０

相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
祝
日
、
休
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

information

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

協会けんぽに加入されている被扶養者の
方の健診について

●40～74歳の被扶養者の方が受診できる健
　診は、協会けんぽの特定健康診査です。
●協会けんぽの特定健康診査は、協会けんぽ
　から費用補助があります。
●特定健康診査を受診するには、健康保険証
　と受診券が必要です。
●平成 27年度の受診券は、４月下旬にご自宅（被保険者の
　方の住所）へお送りしています。
●健診実施機関や受診方法は、協会けんぽのホームページで
　ご確認いただけます。

こちらをお持ち
の方が協会けん
ぽの加入者です。

【お問合わせ先】
 全国健康保険協会（協会けんぽ） 島根支部　保健グループ
 電話番号：0852－59－5204
 ホームページ：
　　http://shien32.kyoukaikenpo.or.jp/hoken-jigyo/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kenko-shinsa/

　

人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
擁
護
法
が
施
行

さ
れ
た
日（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）

を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全

国
的
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
人
権
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
あ
わ
せ
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

開
設
日
　
６
月
１
日
（
月
）

【
大
東
町
】

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
加
茂
町
】

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

【
木
次
町
】

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
木
次
経
済
文
化
会
館

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
三
刀
屋
町
】

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

【
吉
田
町
】

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
掛
合
町
】

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー
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お
詫
び
と
訂
正

　
４
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
19
ペ
ー
ジ

（
誤
）

◎
大
東
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
桂
荘

　
　
　
　
　
　
　
一
文
字
幕
　
一
式

　
島
根
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　

取
締
役
社
長
　
野の

の々
村む

ら

建け
ん
ぞ
う造

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
江
市
）

　
　
　
↓

（
正
）
野の

の々
村む

ら

健け
ん
ぞ
う造

さ
ん

　

市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務

所
で
は
、
島
根
社
会
保
険
労
務
士

会
の
協
力
に
よ
り
、
ね
ん
き
ん
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。
日
時
、
場
所
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

information

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

ね
ん
き
ん
相
談
会

相談日 場　　所
5月13日(水) 加茂総合センター
6月24日(水) 三刀屋交流センター
9月30日(水) 木次総合センター
11月18日(水) 大東総合センター
※予約不要・相談無料
時間はいずれも午前10時～午後３
時30分です。

　水力発電などの発電施設が所在する市町村等に対し、地域の活性化を図ることを目的に、公共用施設の整
備や地域活性化事業などに対して交付金が交付されます。雲南市では平成26年度に12,543千円の交付を受
けました。

平成26年度 電源立地地域対策交付金事業

平成26年度で実施した事業

石防火水利整備事業　
消防水利用進入路整備の状況

波多地区・入間地区の
除雪機整備の状況

民谷交流センターの
備品整備の状況

事　　業　　名 事　業　の　内　容 実施場所

入間コミュニティー防災備
品等整備事業

入間コミュニティー協議会の防災備品整備
〔テント、トランシーバー、チェーンソー、大
型炊飯器、流し台、折りたたみベッド、防災畳、
帰宅支援セット〕

掛合町
入間地内

除雪機整備事業（波多地区・
入間地区）

波多地区・入間地区の除雪機整備
〔中型除雪機　２台〕

掛合町
波多地内・入間地内

市道引野中央線道路側溝修
繕事業 道路側溝修繕　L＝ 30ｍ 木次町

西日登地内

バス停留所標識柱設置事業 バス停留所標識柱
置き型式 15基の製作、設置 市内

民谷交流センター備品整備
事業

民谷交流センターの備品整備
イス、チェアポーター、会議用テーブル、ホワ
イトボード

吉田町
民谷地内

石防火水利整備事業 消防水利用進入路の設置
（コンクリート舗装工　74.3㎡）

木次町
平田地内

小木農業用水路護岸修繕事業 防護網の設置（袋詰め玉石工 (w=2t ／袋）22
袋、Ｌ＝ 44.0 ｍ )

吉田町
川手地内

自治会施設等整備補助金事
業（野谷自治会） 集会所屋根修繕等 木次町

平田地内
自治会施設等整備補助金事
業（石自治会） 自治会ゴミ収集庫建替 木次町

平田地内

自治会施設等整備補助金事
業（引野自治会）

自治会環境整備
・引野自治会集会所敷地コンクリート舗装
・防火水槽土留め工

木次町
西日登地内
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平成27年度の「緑の募金」運動

雲南市木材利用促進事業補助金

　地球温暖化防止に果たす森林の役割が注目される中、緑の募金を活用して森林の整備、緑化の推進、緑の
少年団の育成など、地域住民の自発的な活動を支援するため、市では、各自治会での募金運動等にご協力を
お願いしています。
　活動内容は、4月の自治会配布チラシまたは島根県緑化推進委員会ホームページ（http://www.shimane-
green.or.jp）をご覧ください。
【問い合わせ】農林振興課または各総合センター事業管理課

　市では、市産木材を含む県産木材
※
を使って住宅を新築、増改築または購入される方に対し、市産木材の使

用状況に応じて補助を行っています。
　市の補助を受けられる方は、（一社）島根県木材協会が行っている補助も受けることができます。（ただし、
補助金はそれぞれ別に申請が必要です。）

※「県産木材」とは「しまねの木認証制度」に基づき、県内の山林で生産され、（一社）島根県木材協会会員が製材・加工した木材です。
　「市産木材」とは、県産木材のうち、雲南市内の山林で生産された木材です。

【補助対象者】市内に自ら居住するために住宅を新築、増改築または購入される方（施主）
【補助対象住宅】
・市産木材を含む県産木材を構造材（柱、梁、桁、壁、床など）に 50％以上使用して新築、増改築または購
　入される住宅（ただし、増築の場合は床面積が 10㎡以上増加する場合）
・平成27年4月1日以降に着工し、平成28年3月20日までに工事完成する住宅
【補助額】市産木材使用 1㎥当り2万円、かつ1戸当り上限 40万円。ただし、予算が無くなり次第終了します。
【補助申請】補助金を受けられる方は、着工日前までに申込書の提出が必要です。

　なお、（一社）島根県木材協会が行っている補助を受けられる方は、（一社）島根県木材協会（☎0852－21
－3852）へ問い合わせください。

【問】農林振興課　☎0854-40-1051

【問】農林振興課　☎0854-40-1051

７月１日から「子ども医療費助成制度」の対象を中学卒業まで拡大します

◆中学校卒業までの子どもの入院・通院・薬局等※での医療費が新たに助成対象となります。
　７月１日からの本人負担は、次のようになります。

ただし、保険給付外の経費及び入院時の食事療養費は助成の対象外です。
※薬局等とは、薬局・柔道整復施術所・治療用装具製作所・訪問看護ステーションのことです。

【手続きについて】
　今回新たに医療費助成の該当になるお子さん（中学１年生から中学３年生まで）がおられる方には、申請様
式を送付しています。必要書類を市民生活課または各総合センター自治振興課へ提出してください。
　５月末までに申請手続きをされた方には、新しい受給資格証を６月末に送付します。
　０歳～小学６年生までの受給資格証をお持ちの方には、新しい受給資格証（０歳～中学３年生用）を６月末
に送付します。
　６月末までに受給資格証が届いていない場合や、不明な点がありましたら問い合わせください。

【問】市民生活課　☎0854-40-1031

区　　　　　分 入　院 通　院 薬局等 所得制限
０歳から中学卒業まで ０円 ０円 ０円 なし

中学校卒業から 20歳未満者の慢性呼吸器疾患等
14疾患群にかかる入院 ０円 助成対象外 助成対象外 なし
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◆40歳から 74歳の被保険者、被扶養者の方すべてが対象です！
◆医療機関に通院中の方も対象です！

健康長寿しまねマスコットキャラクター
まめなくん

島根県保険者協議会

検 査 項 目

　特定健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を発見するための
健診で、加入している医療保険者によって実施されます。健診結果により、メタボリックシンドロームのリ
スクの高い方は、生活習慣を見直すための指導を受けることができます。
　自らの健康のためにも、まずは特定健診を受けましょう。
　国民健康保険の方は健康推進課（☎0854－40－1045）に、被用者保険の方はお持ちの保険証を発行した
保険者に問い合わせください。

基本的な健診（必須項目）
■問診　■理学的検査　■身体検査　■腹囲　■血圧測定　■脂質検査　■血糖検査　■肝機能検査　■腎機能検査
詳細な健診　※医師が必要と判断した人のみ行います
■貧血検査　■心電図検査　■眼底検査

（国民健康保険、全国健康保険協会、健康保険組合、共済組合、後期高齢者医療広域連合、島根県）
※島根県保険者協議会は、島根県内の医療保険の保険者が連携協力して、効果的に被保険者の健康
　保持、増進を図ること等を目的として設置された団体です。
　　事務局　島根県国民健康保険団体連合会　http://www.shimane-kokuho.or.jp

40歳から74歳までの皆さんへ 受けていますか？ 特定健診 
－ 年に１度は必ず健診を受けましょう ー

阿用小学校放課後子ども教室　あよっ子なかよし広場（おひさまスマイル）

　「
お
ひ
さ
ま
ス
マ
イ
ル
」
は
週
２
回
（
月
・
水
）

午
後
５
時
30
分
ま
で
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
岩
田
宅
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
お
ひ
さ
ま
ス
マ
イ
ル
」
は
お
ひ
さ
ま
の
よ
う
に

明
る
く
笑
顔
で
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
命
名
し
、

開
設
し
て
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
始
め
た
頃
は
子
ど
も
た
ち
が
20
人
前
後
も
い
ま
し

た
が
現
在
は
人
数
も
減
り
10
人
前
後
と
な
り
ま
し

た
。
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子

ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
元
気
に
帰
っ
て
き
た
ら

　
○
宿
題
を
す
る

　
○
外
で
遊
ぶ
（
雨
の
場
合
は
室
内
ま
た
は
体
育
館
）

　「
お
ひ
さ
ま
ス
マ
イ
ル
」
の
居
場
所
の
ま
わ
り
は

公
園
や
広
場
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し

て
絶
好
の
場
所
で
す
。

　
外
で
は
野
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
缶
け
り
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
工
夫
を
し
て
様
々
な
遊

び
を
し
、
室
内
で
は
将
棋
・
ゲ
ー
ム
・
ご
っ
こ
遊
び

等
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遊
び
を
通
し
て
異
学
年
と
の
交
流
も
し
て

い
ま
す
。

　
見
守
る
ス
タ
ッ
フ
は
６
～
７
人
で
、
交
代
を
し
な

が
ら
３
人
が
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

　
阿
用
小
学
校
の
児
童
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
明
る
く
元
気
で
、
こ
の
「
お
ひ
さ
ま

ス
マ
イ
ル
」
が
続
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後

  

子
ど
も
教
室
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雲南市一般不妊治療費助成制度　助成上限額の増額について

　平成 27 年度より、雲南市一般不妊治療費助成制度の１年間の助成上限額を 10 万円に増額しました。
なお、平成 27 年４月１日以降に申請されたものから助成上限額を 10 万円とします。

【対象者】・戸籍上の婚姻関係であって、夫婦もしくは夫婦のいずれかが市内に住所を有していること
 　　　　・夫または妻が医療保険各法による医療保険の被保険者、組合員または被扶養者であること
 　　　　・産婦人科または泌尿器科において一般不妊治療を受けた者であること

【助成内容】一般不妊治療費のうち、１年間につき 10 万円を上限とします。
　ただし、医療保険各法に基づく保険者または共済組合の規約等により、その不妊治療に要する費用に対し、
給付が行われる場合はその額を控除した額とします。
　なお、平成 27 年４月１日以降に申請されたものから助成上限額を 10 万円とします。

【助成期間】一般不妊治療を受けた日（医療機関証明書の初回受診）から３年間。
【申請方法】１年間の申請については、１年間終了後、その終了日の属する年度内とします。
　　　　　　　　　　　　下記の書類を健康推進課まで持参または郵送してください
　①一般不妊治療費助成金交付申請書　　②医療機関証明書　
　③一般不妊治療に要した費用の領収書と明細書　　④戸籍抄本または外国人登録原票記載事項証明書
　⑤健康保険証の写し

【問】健康推進課　☎0854-40-1045

市税等の納付がゆうちょ銀行・郵便局でも納付できるようになりました
【問】会計課　☎0854-40-1091・上下水道に関する問い合わせは　水道局　☎0854-42-5322

　平成 27 年 4 月から、中国地方 5 県内のゆうちょ銀行・郵便局の窓口でも一部の公金の納付ができるよう
になりました。
　ゆうちょ銀行・郵便局で納付できる納付書には、ゆうちょ銀行口座番号が記載されており、納期限内であ
れば、中国地方 5 県内のゆうちょ銀行・郵便局で納付することができます。

【ご注意】
・ゆうちょ銀行及び郵便局で取扱いのできない納付書があります。納付書に記載してある納付場所をご確認
　ください。
・平成 27 年 3 月以前にお送りした納付書では納付できません。
・金額が訂正されたものは納付できません。

【ゆうちょ銀行及び郵便局で納付できる公金】
市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険料、法人市民税、後期高齢者医療、保育所保育料、
認定こども園保育料、幼稚園保育料、給食費、老人ホーム、農業労働災害共済
上下水道使用料（上水道、簡易水道、浄化槽、個別排水、農業集排、簡易排水、公共下水、特定環境保全公
共下水、コミュニティープラント）

【納付できる「ゆうちょ銀行・郵便局」】
　中国地方 5 県内（島根、鳥取、岡山、広島、山口）のゆうちょ銀行・郵便局
※口座振替について
　市税などの納付は、便利で確実な口座振替のご利用をお勧めします。

林地残材の雲南市市民参加型収集運搬システム事業　開始
　今年度で 3 年目を迎える山林で未利用となっていた間伐材などを市民参加により搬出し、収集する雲南市
市民参加型収集運搬システム事業が、4 月 1 日から始まりました。
　昨年度は、新たに 9 人の登録者を加え、総勢267人により、収集量の目標を1,000トンにして取り組みま
したが、システム登録者の皆さんの協力により目標を上回る1,215トンの林地残材を集めていただきました。
　今年度も、システム登録の講習会を数回開催し、登録者数を増やすとともに、目標収集量を1,500トンと
更に増やして事業の推進を図っていく計画です。
※この事業で、木材の搬出を行う場合は、次の講習会を受講いただくことが要件になっておりますので、ご
　注意ください。
  第 1 回システム登録者講習会
　日　時　6 月 7 日（日）　9:30 ～ 15:30　〔受付時間〕9:00 ～ 9:30
　場　所　雲南市木次林業総合センター（木次町山方 1358－1）
　内　容　市民参加型収集運搬システムの事業説明（講義）、チェーンソーの目立て、造材講習（実技）
　申込み　5 月 29 日（金）まで　合同会社　グリーンパワーうんなん（☎0854－49－8755）または、農
　　　　　林振興課（☎0854－40－1051）へ住所、氏名等を連絡ください。ただし、応募者多数の場合は、
　　　　　次回以降の講習会へ変更して頂く場合がありますので、ご承知おきください。
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子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール5 月 図書館だより図書館だより
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掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保 育 所 開 放 日 13日㈬・20日㈬・27日㈬   9:00 ～ 11:00

昼 食 試 食 会 20日㈬・申込み〆切13日 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合体育館)

分　室 お 話 の 日  １日㈮ 10:30 ～ 11:00
子 育 て 相 談 日  ７日㈭   9:30 ～ 11:00

好老センター ス イ ー ツ 教 室 28日㈭・要予約   9:30 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター ☎080-2909-4713　 　 　 　 　 　  ▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子育て教室『お外に出よう』
（あおぞら保育園学童棟）  １日㈮   9:30 ～ 11:30
子 育 て 相 談 ８日㈮、22日㈮ 10:00 ～ 16:00
赤ちゃん教室『ふれあい遊び・離乳食試食』

（あおぞら保育園学童棟） 12日㈫   9:30 ～ 11:30
大東福祉センターおおぎ 市 育 児 相 談 28日㈭   9:30 ～ 11:00
子育てサロン
木馬（大東福祉センターおおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター） 11日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 14日㈭   9:30 ～ 11:30
地域サークル
大東福祉センターおおぎ 15日㈮   9:30 ～ 11:30
幡屋交流センター 18日㈪   9:30 ～ 11:30
佐世交流センター 21日㈭   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

新着の本（抄）
▼小川 糸「サーカスの夜に」▼今野 敏「精鋭」▼佐藤雅

まさ
美
よし

「悪足
あ

掻
が

きの跡
あと

始
し

末
まつ

」
▼仁

に
木
き

英之「つちくれさん」▼葉室 麟「影踏み鬼」▼湊 かなえ「絶唱」▼道尾秀
介「透明カメレオン」▼山本一力「桑

そう
港
こう

特急」▼山本兼一「夢をまことに」▼市川
左團次「夢を見ない、悩まない」▼後藤はつの「111歳、いつでも今から」▼荻

おぎ
原
わら

 
浩
ひろし

「冷蔵庫を抱きしめて」▼小野不
ふ

由
ゆ

美
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崎
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信
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房
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と

樫
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頭
とう

の人」▼中山七
しち

里
り

「嗤
わら

う淑女」▼藤田宜
よし

永
なが

「帰り来ぬ青春」▼よしもとばなな「サーカスナイト」▼
新井 満

まん
「生きている。ただそれだけで、ありがたい。」▼角田光代「今日も一日き

みを見てた」▼西川美和「永い言い訳」▼真
しん

保
ぽ

裕一「レオナルドの扉」▼平
たいら

 安
あ

寿
す

子
こ
「幸

せ嫌い」▼西村賢太「無銭横町」▼幸田真
ま

音
いん

「ナナフシ」▼佐藤賢一「ラ・ミッショ
ン」▼酒井順子「裏が、幸せ。」▼出

で
久
く

根
ね

達
たつ

郎
ろう

「人生案内」▼佐藤英典「島根ある
ある」▼佐々木正

まさ
美
み

「発達障害の子にちゃんと伝わる言葉がけ」▼吉
きっ

川
かわ

美津子「ゼ
ロからわかる墓じまい」▼吉田明

あき
代
よ

監修「自分でできるやさしいお灸」▼毎日新聞
特別報道グループ編「老いてさまよう　認知症の人はいま」▼リンネル編集部「心
地いい暮らしを作る100のヒント」▼オガワチエコ「おにぎらずの本」▼堤

つつみ
 人

ひと
美
み
「作

りおきジャーサラダ」▼江口恵子「作って伝える郷土ほっこりおやつ」▼渋
しぶ

谷
や

紀
のり

子
こ

監修「はじめてママ＆パパの０～６才病気とホームケア」▼阿部貴行「地域密着繁
盛店のつくり方」▼皇后「皇后美智子さま全御

み
歌
うた

」▼相川七
なな

瀬
せ

「神結び」「縁結び」

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：（0854）45－2239
　開館時間：午前９時～午後５時
　休 館 日：月・７日（木）
　おはなし会：[三刀屋図書室]
　　　　　　　５月２日（土）10:00 ～、12日（火）・19日（火）15:30 ～
　　　　　　[三刀屋子育て支援センター ]
　　　　　　　５月26日（火）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：（0854）74－0219
　開館時間：午前９時～午後５時
　休 館 日：日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：（0854）62－0189
　開館時間：午前９時～午後５時
　休 館 日：日・月、祝日

【大東図書館】　☎0854-43-6131
 ５月の休館日 
　毎週金曜日、３日（日・祝）～６日（水・振替）、月末整理休館：31日（日）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（４日は除く）
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【木次図書館】　☎0854-42-1021
 ５月の休館日  
　毎週月曜日、３日（日・祝）、５日（火・祝）、６日（水・振替休日）、
　７日（木・振替休館）、月末整理休館：31日（日）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～（７日は除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【加茂図書館】　☎0854-49-8739
 ５月の休館日  
　毎週木曜日、３日（日・祝）～６日（水・振替）、月末整理休館：１日（金）、
　31日（日）
 イベント案内 
　☆おはなしチューリップたのしい絵本の会　16日（土）10:30 ～

市立図書館情報
加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（かたらもちづくり） 13日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（おそとであそぼっ！） 20日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
誕生会（※誕生児は要予約） 27日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

も ぐ も ぐ 教 室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談 18日㈪   9:30 ～ 11:30
も ぐ も ぐ 教 室

（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00 ～（※要予約）
も ぐ も ぐ 教 室

（９～ 11 ヵ月児対象離乳食教室） 28日㈭ 10:00 ～（※要予約）
も ぐ も ぐ 教 室

（アレルギー対応離乳食教室） 28日㈭ 10:00 ～（※要予約）
子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 22日㈮ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

こ い の ぼ り 作 り  １日㈮ 10:00 ～
ミ ュ ー ジ ッ ク ケ ア

（１歳半以上、要予約）  ８日㈮ 10:00 ～
お は な し 会 12日㈫ 10:00 ～
丸 子 山 公 園 で 遊 ぼ う！ 15日㈮ 10:00 ～
誕 生 会（誕生児は要予約） 21日㈭ 10:00 ～
し ゃ ぼ ん 玉 遊 び 26日㈫ 10:00 ～

出前保育
西日登交流センター 13日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージ（３～７ヵ月、要予約） 19日㈫ 10:00 ～
育 児 相 談 29日㈮ 9:30 ～ 11:00受付
妊 婦 サ ロ ン（ 要 予 約 ） 29日㈮ 9:30 ～ 11:00受付

社協子育てサロン（にこにこクラブ）
日登交流センター 子 育 て サ ロ ン 20日㈬ 10:00 ～ 12:00
高齢者コミュニティーセンター 子 育 て サ ロ ン 27日㈬ 10:00 ～ 12:00
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター（斐伊保育所併設） ☎42-2030
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談 11日㈪   9:30 ～ 11:00
あそぼう広場 15日㈮ 10:00 ～ 11:00
赤ちゃん広場 22日㈮ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所  ７日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 25日㈪   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター 小 遠 足・ ひ な た ぼ っ こ 20日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ７日㈭

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター 11日㈪
加茂子育て支援センター 18日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
地域福祉センターおおぎ 28日㈭
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 29日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センタ－ 19日㈫ 9:30～

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪

19:00～21:00

吉田ふる里センター  ７日㈭
大東交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈮

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（４か月児）

13:30～（10か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（４か月児）

13:30～（10か月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 20日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（１歳６か月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 13日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談　 20日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン　 しまね難病相談支援センター 28日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

５月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854。 

宮川サキ一人芝居全国ツアー2015
～三重・島根・山口・大阪編～

 出演・作・演出／宮川サキさん
 と　き  ５月８日（金）18:00／20:00
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 入場料  【予約・当日共】
 一般1,500円、高校生以下500円
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

N
ナ オ ナ ホ

aoNaho 春の西
さ い ご く

国ツアー 
豪華!夢の二本立て!! 雲南公演（ミュージカル）

 出　演  NaoNaho（西
にしむら

村 直
なお

樹
き

さん[from上
しゃんしゃんたいふう

々颱風]・柴
しば

田
た

奈
な ほ

穂さん）
 共　演  白

しらつき

築　純
じゅん

さん、劇団ハタチ族
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（大会議室）
 と　き  ５月11日（月）19:30開場 20:00開演
 入場料  一般2,000円、高校生以下500円、
 小学生以下無料
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155
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市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 40,850人（－42人）

世帯数･･ 13,811世帯（＋12世帯）
平成 27 年 4 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,256人（－13人）

男　性･･ 19,594人（－29人）

I N F O R M A T I O N

チェリヴァシアター（映画）

「六月燈の三姉妹」�
 ２０１３年／日本／１０４分
 と　き  ５月16日（土）14:00 ／ 18:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２Fホール）
 入場料  【前売】一般1,300円、会員1,000円、
 シニア・小中高生500円（当日各200円増）

 ペア（会員・前売のみ）1,500円
※未就学児無料
※無料託児サービスあり（要申込）５月８日（金）まで

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

Copyright © 「六月燈の三姉妹」製作事務局 All Rights Reserved.

チャレンジデー 2015�
　毎年恒例のチャレンジ
デー、雲南市となって10
回目を迎えます。昨年も
多くの皆さんにご参加い
ただき、雲南市の参加率
は57.3％、金メダルを獲
得しています。
　今年は「健康増進と地域づくり」を目的に、様々
なスポーツイベントを企画していますので、学校・
地域・家庭・職場で仲間と一緒に楽しみながらご
参加ください。
　今年の対戦相手は、秋田県鹿

か づ の

角市です。（人口
32,131人）
　勝利をめざして、皆さんの積極的なご参加をお
願いいたします。
 と　き  ５月27日（水）0:00 ～ 21:00
 ところ  市内全域実施
 　【問】社会教育課　☎0854-40-1073

子安観音祭�
 と　き  ５月３日（日・祝）10:00 ～
 ところ  吉田公園・本町通り・稲わら工房周辺
稚児行列（吉田保育所～吉田公園）、子安観音祭、
お子さんの手形色紙製作コーナー、発表ステージ、
吉田ふれあい食堂

【問】雲南市観光協会吉田支部（吉田総合センター内）
 　☎0854-74-0213

吉田町へは　　松江自動車道でらくらく
『雲南吉田ＩＣ』より車で４分♪
『吉田掛合ＩＣ』より車で６分♪

第３回 ０歳から入れるおんがく会�
～音楽とことばの魔法～

 出　演  小
お

田
だ

川
がわ

美
み

由
ゆ

紀
き

さん（おはなしシェフ）、
 おもしろクラブ（おはなし助手）、
 島根ホルンクラブ（ホルンアンサンブル）

 と　き  ５月24日（日）10:00開場�10:30開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２Fホール）
 入場料  大人700円、３歳～高校生　無料
 （要整理券／当日券のみ１人100円）

※３歳未満のお子さんは当日、前売ともに無料です。

　【問】音楽の魔法制作実行委員会
 （チェリヴァホール内）☎0854-42-1155


